












るか，第 3次此業であるかによって知型区分を行なってみると，いわゆる第 2次産業型都由が70, 第





氣池万に土る中央 Ii本にほとんと比巾的に分布していることてある．前述の 3類型合叶 401都田のう
ち，第 2次型・中間型を合せて 152部由であるか，その約80形が中央日本に集中偏在しているのであ















































く伸びたのは鍛冶屋である．その始まりは明暦・ 万冶年間 (]655~1660 年）より遅くはなかった4) と







北陸地方におけ る工業都市発逹の要因についての一考察（高野） 123 
火など） などの災害によ っ て付近•一閤がや られ，家屋百建の必要が起 こる度に家釘の需要が増加す る
ことによっ て漸次発展して行っ た．のちに市場が江戸方面にまで拡大すると ，江戸の大火ごとに三条
の釘の価格が暴騰したともいわれる 5).
三条の専業鍛冶は時代か下るにつれて家釘のみでなく漸次小刀・ 底丁・鋏・錬などの利粽類や鍬




うになった．とくに江戸を中心とする閲東各地との取引 はめざましい ものがあり ，三条商人は各地で
秤々な（上文を受けて帰り ，鍛冶屋はそれらの生産に努力する結果として， 量的にも質的技術的にも三
条金物ー工業か発展す るようにな ったのであ る
当時の三条位物の販売）レー トは1閃東方面に対しては三条から信農川本流を さかのほり， さらに支流
の化野川沿［ヽ （こ六日 l!Jまでは船位て氾び， ここて上陸ーし てからは馬背または人の背旦い荷物で三国峠
を越えて」：州の臼賀野燿月に出，ここから「りび船便てI,、合）l・ 利根川を下り，あるしヽはその支流沿いにさ
かのほるな どI見東一円を巡同して各地の1/:¥]犀な どに販売し，また注文を受けて帰っね六日 lJから三
国l峠越えの迅中は 3~ Lj l[lことに宿が設けられ，宿には数人の宰領がいて荷物が 100個ぐ らいにま と
まると一人の亭飢かIi嘉督して次の附まで送るというよう にした7). また江戸末期には三国1峠をこえ る




を叫川まで さかのほり，そこて」：陸してから 1ど若路を馬背ま たは背負荷で会津に出，そこから奥羽各方
・面に阿った9).
婦路には各出先の特産物や向娑者から 金物を見本と して持ち帰り，これを三条の鍛冶屋に見せて注
文したりし たから， 三条の銅冶屋に とっては居ながらに して遠隔地の?:生文や蚊術を知ること かできた
といえる ．
以上のこ「阪 :3)レートのほかにも悔路日本悔沿岸各地へも販路が間かれたようてあるか，主なものは




江戸末期当時三条に鍛冶屋か どの位存在 したかという と，別政・ 享和 • 文化・ 文政什1月 (1789~1829 
年）に銀冶を営んていた人名から数えて三条鍛冶Il]に20, 一之木戸に18, 田島に 7,砂原 ・裏館 ・荒
lJに11, {汀!・56車：f12)は{i'(i実てあるか，そのほかにも多数の小Iり］（下｝習）の鍛冶屋が存在していたらし





















ヘ，さらに六 l~I Il]方面へと」：りは追 lヽ 凰応帆を上げ， さらに）I沿いJ塁氏のリレー式労働炭仇（賃かせ
き）による引き綱によってさかのほり，下り名りは流礼に従って適宜こぎ下った．当時の川船の船朽場
は五十嵐JIIか信晨川に合位する Iの州の三条側の河岸で現在の四の!HJ・・三のl!J付五であり，二の町付
五には-1:I: 「l姐I¥方訓から―Fった薪仄・木材の阿岸があった．覧政 7年 (1795) には三条町に26隻の川船
があったといわれるが、 その後の賃物の増）JI! によって川船も増加し， 明冶 8年 (1875) には川船54














を扱う金物 1げ］屋か生れた．その数は天保 2 年 (1831) の鉄物仲間の r~~合せ文書には 7名以上の連名と
なっており 1si, また文久 3年 (1863)の雌町の商人との紛争の文書には34名の三条金物間屋の名が記
されている 19). さらに明治 7~ー ドの戸し］表では金物屋38, 古金屋21, 炭屋 9の関係商人が存在20)した
すなわち金物間）旦は鉄材をも扱うものが多く，また地元の大地主屈とも結んてその資本をも利
川しだといわれる 21).



















見附の の文政 (1818~ 1829)の始め頃に村松藩士と見附の大庄屋が野州
（？）鮎城（次城県結城巾）から木綿糸の紡紐の技什;jを尊入して !HJ内の女子に手1付職をやらせ） 製品








































小松・ は硲末に I陥るが，安政のI}翫悲 (1855年）により絹織物か外国へ輸
出されるようになって再び発展の適をたどり始めた・ 本格的には明治以後の洋式緑機を導入したマニ
ュファクチュア制工業によって，切冶20年 (1887) ごろ翰出羽二璽の生産が始まってからで，明治33


























































一種のl旦](\り II~] 屋の付栴をもち，航悔はかなり危険が多かったか，利益は莫大であった駅［げ］記の三 I祠
第 2図
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A Study on Geographical Factors for the Growth of Industrial 
Cities in Hokuriku Region, North-central Japan (abstract) 
Fumio Takano 
131 
In Japan there are many cities which can be classified into three types according to their 
mdustrial bases, that is, the secondary (mainly manufacturing) industry type, the intermediate type 
and the tertiary (mainly commercial and service) industry type. Regional distribution of the cities 
classified into these three types reveals remarkable feature that the cities belonging to the secondary 
industry and intermediate types are concentrated to the central part of Japan. In other regions, 
however, these two types are few and the tertiary industry type cities abound. The purpose of this 
paper is to study on geographical factors for the regional concentration of these secondary industry 
inclined cities to the central part of Japan. The case study was carried out on many industrial 
cities in Hokuriku Region, north-central Japan. The conclusion is as follows; 
(1) In these cities in Hokuriku Region, there were much accumulation of merchant capital by pre-
modern types of transportation, for instance, small river boats and sailing-vessels in the late feudal 
age And it raised local traditional industries of textile and metal works by financing them and 
they have developed to modern industrial c1t1es 
(2〉Thesecities were located in the central part of Japan where was near to two large central 
markets of Japan, Tokyo (Edo) and Osaka. , 「hesemarkets were the very favorable factor to get 
many informations of business and technology for developing these industries in that time 
